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　城陽市国際交流協会設立 20周年を心からお祝い申し上げます。

　富田会長をはじめ多くの役員・関係者の皆様の永年に亘るご尽力に感謝の意を表します。

　この間、私たち城陽ソフトテニス（以下、ST）協会は、市国際交流協会から交流の都度に多大のご

理解とご支援をいただいてきました。

•	18 年前、市体育協会の仲介で姉妹都市韓国・慶山市体育協会の李代表を紹介され、宇治の静山

荘にて交流の約束を交わす。平成 8年 5月 18 日、慶山市 ST 協会が来城陽。同年 10月 18 日、

城陽ＳＴ協会が訪慶山し交流が開始。	

　小学生の頃から海外に憧れがあった私にとって、外国人の方と交流を持つという事は大変興味深い

ことでした。中学 1年生の時の韓国慶山市訪問では、相手の子たちの英語がとても上手で初めて通じ

ない辛さを知り、帰国後勉強して次はもっと分かりあいたいと思いました。次は大学生になってから、

ワシントン州バンクーバー市 (Vancouver	Washington) でホームステイをさせて頂き、クラーク大学

(Clark	college) で勉強したり現地の学生と遊んだりと楽しく過ごしました。周りの人がみな外国人と

いう状況でも頑張れば何とかなると学び、もっと長期で一人で暮らせるか試したいと考えるようにな

りました。そして 3年生の時にフランスのリヨンへ 1年間の留学に行きました。今までと違い守って

くれる人や友人もいない状況に四苦八苦の日々でしたが、徐々に生活の基盤が出来、大学の授業中も

発言できるようになるなど、自分なりに大きく成長できた日々でした。

　その中でも韓国人の友人が出来たことは慶山での思い出がきっかけになりました。またバンクー

バーで身に付けた行動力は大学や街で過ごす時に非常に活かされていました。つまり姉妹都市での経

験が、私の長期留学での大きな助けとなり、影響を与えていました。

　帰国後は母国についてもっと知らなければと、着物や茶道を勉強するようになり、海外で出会った

友人たちと会って交流を深めています。将来は海外で活躍することが目標ですので、日本の文化を身

につけた国際人になりたいと思います。

世界と交流

国際交流を通して

隣人との交流への支援

荻野　まどか

城陽ソフトテニス協会
　会長　赤木　弘文

大邱のサッカースタジアム バンクーバー市でのホームステイ フランス・リヨンにて

2002 年度中学生韓国派遣参加者
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以来、隔年を基本にこれまで 14回の交流を継続し現在に至る。日本から計 103 人、韓国から計

118 人合計 221 人が交流に参加し、ささやかながらも国際交流の一端を担ってきた。

•	また近年、台湾から東北大震災への約 200 億円もの民間義援金の報に接し、驚きと関心を高め、

「2013 日韓親善少年サッカー大会」が、サンガ FC東城陽グラウンドで開催されます。第 1回大会

から相互訪問しながら 31 年が経過し、日本選手役員保護者の訪韓は 814 人、韓国関係者の来訪は

319 人となりました。

今では、当たり前のように交流が続けられていますが、当初民団南京都支部の役員の皆様にご苦労

していただいたエピソードをご紹介します。

日韓親善少年サッカー大会

友人を通じて台湾ＳＴ協会との交流を打診。

結果、平成 24 年 6 月に台湾体育総会・台

北市 ST 協会から交流が了承され、同年 9月

29 日に台湾 ST 協会（21人）が来城陽。10

月 31日～ 11月 5日まで城陽 ST協会（7人）

が台湾を訪問して交流が開始。

　今後も、信頼し合える隣人となれるように交流

の質を高めるとともに、支援していただいている

市国際交流協会のますますのご発展を祈念いたし

ます。

日韓親善蹴球交流実行委員会
　理事　髙山　和己

日韓サッカー大会は京都へ招待された韓国のチームと城

陽のチームが対戦したのが始まりで、2回目は「大韓国際

親善会」の柳
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会長のお世話で城陽のチームが初めて訪

韓し、12試合もしてびっくりさせたものです。同年8月

には大邱の選抜チームが来ることになり民団の役員はびっ

くりしました。

これでは大変と思い、隔年で相互訪問を継続してできる

ように大
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邱蹴球協会の李
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秉
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熙会長に要請に行きましたが、

協会抜きで勝手に今までやっているので協力できない返事

でした。

私李
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在氏（故人）、安村治氏（故人）が朝

日が昇るころまで焼酎を酌み交わしながら説得しましたと

ころ、「第4回大会を第1回として大邱で開催するなら引

き受けよう」と回答を頂き安堵したものです。

（1998年の寄稿文、筆者は1983年当時民団支団長）

電話やファックスで容易に交渉ができる今日では考えられない苦労話のひとつです。

新たに始まった台湾との交流
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―はじめに―

　1993（平成 5）年夏、連珠世界選手権スウェーデン大会、日本棋士副団長として参加した私は、そ

の帰国報告を今道市長に行い、各紙が報じてくれました。その頃、市役所に「市国際交流協会発足、

会員募集」の表示があり、窓口に行った事を思い出しました。それから早や 20年、JIEA 盛会おめで

とうございます。

―世界の子供達に「木を植え育てる心」を育む実践隊―

　木材加工産業に 40年間携わった私は、定年後の 1993 年沙漠緑化の遠山正瑛翁を知り、植林訪中

5回後、1999 年に N・GKS 実践隊を創立しました。N・GKS は現在まで中国沙漠、モンゴル国で 11

回、マレーシア・北ボルネオ、ブラジル・アマゾンの熱帯林保全と再生の為の植林を 9回、計 4ヶ

国 11ヶ所で植林・育林作業をしました。ささやかでも植林を通じてその国の子供達との国際交流は、

目先にとらわれず、20年 30年経ってその交流は必ずや一緒に植えた木々と共に花開くと信じていま

す。この実践活動はN・GKS 全会員の永遠のロマンとして今後も続けてゆきたい。

　この国際交流植林活動に対し JIEA の名義後援と共に、数人は JIEA 会員ですので毎回活動補助金を

頂き、苗木代の一部に供させて頂いている事、御礼申し上げます。　（2013 年 7月 7日	記）

◎ N・GKS 会員　約 300 人　（城陽 ･宇治 ･京阪神に会員の 80%が在住）

　城陽市体育協会は姉妹都市慶山市と各々が開催するマラソン大会に隔年で選手団を派遣し合ってい

ます。

　選手 4名と団長以下役員 4名の計 8名が参加し、最近は 3泊 4日の日程で、大会の他に、市長の

表敬訪問、歓迎食事会や、それぞれの国の文化に触れるスケジュールをこなし、交流を深めています。

　城陽に慶山選手団を迎えた場合は、大会前後の時間を使って、市庁舎訪問の他に京都や奈良の神社

や寺院などへの案内、ショッピングや温泉入浴などを企画して喜んでもらっています。

　訪問する選手団は毎回メンバーが変わりますが、同行する役員の中には顔なじみの人が出来、歓迎

木を植え育てる心

慶山市とのマラソン交流

N
ｴ ﾇ ｼ ﾞ ｸ ｽ

・GKS
（NGO緑の協力隊・関西澤井隊）

城陽市体育協会

マレーシア、ボルネオ島の小学生たちとセラヤ材（ラワン）の
苗木を植林した後のN・GKS 隊員と現地の子供達

モンゴルでの活動
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食事会は通訳さんを含めて総勢 4、50名が集い、大いに盛り上がるのが通例で、相互に友好を深めて

います。

　スポーツに国境はなく、外交面で国同士がぎくしゃくすることはあっても、慶山市との選手団の相

互訪問が絶えることなく行われていることは本当に素晴らしいことだと自負しています。

　こんにちは。日本語支援ボランティア団体「夢気球」です。団体設立以前に同様の活動をされてい

た方々を含めて、2011 年 9月 10 日に開催された第 1回総会をもって設立され、城陽市国際交流協

会に拠点を置き、年間の活動予定 ･学習者とのマッチング等は全て「夢気球運営委員会」が協会と相

談しながら進めています。もちろん、他のボランティアメンバーへの情報伝達や意見拝聴等も欠かせ

ませんし、市民の方を対象とした催しや他の日本語支援団体との連携・連絡も行っています。

　夢気球の支援活動は、「国際交流協会」「ぱれっと JOYO」にて場所の提供をして戴いている面が大

きく寄与し、現状は「一週間の内、土曜日を除く毎日」実施しており、この様な例は府内では城陽の

みと仄
そくぶん

聞し深謝しています。

　現状のボランティア登録者（支援が可能な方）は 41名ですが、2012 年度の学習者（外国から来

られ日本語の勉強を希望される方）総数は 37名となり、「支援者不足が懸念」される様になり、今年

5月 11日から 7月 13日迄「日本語支援ボランティア養成講座」を開講しました。

　学習者の出身国は多岐にわたります。中国・香港・シンガポール・モロッコ・ドイツ・イギリス・

日本語学習者との共生を目指して

夢気球運営委員会

カナダ・フランス・ベトナムが現状ですが、

過去にはフィリピン・韓国・アメリカ・イ

タリア・ペルー・ネパール等の方も在籍さ

れていました。

　我々夢気球は、ご縁があって来られた

方々に対して「可能な限り良好な学習環境

を提供」しつつ、メンバー各自も努力しな

がら「共
ともい

生きができれば」と考えています。

（2013 年 7月 19日	記）

慶山市でのマラソン大会慶山市役所にて

夢気球設立 1周年記念に開かれた支援者・学習者交流会
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　20数年前の某文化会の席で “ これからの時代は城陽市も国際都市の仲間入りをしなければ・・・”

と盛り上がった。その後に城陽市国際交流懇話会が設立され、不詳私も一員に加わり姉妹都市選定会

に進んだ。多数の検討の末に先ずはアジアの大韓民国慶山市が選ばれた。4年後に英語圏として米国

ワシントン州バンクーバー市。その間に城陽市国際交流協会が誕生した。私は当初から様々な縁があっ

て国際交流に携わったことになる。

　協会設立 10周年には会長に任命された。記念講演にバンクーバー市からラナルド・マクドナルド

友の会の会長を迎え「日本最初の英語教師・マクドナルド」を学び関心を深めた。それを機会に知多

半島美浜町の音吉の碑を訪問、次いでマクドナルドの初上陸の地、利尻島を知る。

　2005 年には市民 26名とバンクーバー市を訪問し、当時のポラード市長に大歓迎を受けた。

　慶山市に於いては、国際的な特別イベントとしての日韓友情年に、我市でもと韓国文化「茶道と舞踊」

に取組み、国際イベント実行委員会から感謝状を授与された事は幸いだった。2008 年の姉妹都市体

験学習事業では市民 25名が慶山市の伝統行事 “端
タ ノ ゼ

午祭” に参加。また、古代朝鮮史に関係のある倭館

跡を学べた事も意義深い。2011 年の姉妹都市提携 20周年記念時の訪韓は、近代都市に発展した慶

山市を目の当たりにし、我市の後れを感じたのは私だけではないだろう。

　現在私は続く尊い御縁をもってウリ伝統文化協会（京都市本部）とマクドナルド友の会（バンクー

バー市本部）の国際会員として微力ながらの協力を惜しまない。厳しい世界情勢の中にあっても草の

根文化交流の力は “平和への道 ”と信じている。

（2013 年 7月 19日	記）

交流の思い出

姉妹都市と私
城陽市国際交流協会
　顧問　工藤香代子

安東での民泊体験 バンクーバー市役所にて
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　城陽市国際交流協会設立 20周年記念誠におめでとうございます。協会が大変積極的な事業展開を

されていることは、城陽市の支援と富田泰溥会長や関係者の御尽力によるものと常々感謝しています。

小生は文化パルク城陽を管理する公益財団法人から役員に参加させて頂きましたが、この間貴重な経

験が得られ大変感謝しています。

　さて数ある事業の中で印象に残っている事があります。2009 年度の城陽市中学生海外派遣事業で

慶山市に随行したことです。海外の教育の状況を直接見るのは興味深い事です。訪問した中学は新し

い学校でしたが、情報教育は最新の機器が入れられ、語学も実践的で英会話の設備も整い、日本語は

選択科目になっていました。また服装等規律が守られている事が印象的でした。夜も教室に電気が灯

り生徒も多く残るなど受験勉強の激しさを垣間見た感じです。最近韓国の若者の就職難を聞くと何か

矛盾を感じます。

　以前、青年の海外交流でイギリスに行きました。サッチャー政権後で、若者は就職難で麻薬・ホー

ムレス等青少年問題が深刻でした。そこでは、彼等の自立と職業教育が中心で、学校 ･教会 ･失業者

支援のボランティア等が支援活動をしていました。日本でも、多くの非正規労働者が増えていますが、

今後は自立と職業能力の向上も重要な課題となるように思います。

中学生の国際交流を見て
城陽市国際交流協会
　元副会長　高橋正典

慶山市役所表敬訪問

青瓦台にて
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